
　新潟平野の中を悠々と流れている阿賀野川をさかのぼるとすぐ
に山岳地帯に入り、どこまで山道が続くのかと思った時、眼下に
平地が現れました。野沢盆地最北端の下野尻です。下野尻は新潟
の方から来ると山道から解放されホッとする場所で、野沢の方か
ら来るとここから山道だと気合を入れる場所であったことには今
も昔も変わらないのです。
　下野尻宿ができた年代は車峠に接続していることから二瓶七左
衛門（安座の肝煎で林業の統率者）が鶴ヶ城改修のため車峠を開
削した後ということになり、諸説ありますが、加藤明成が鶴ヶ城
の改修を開始した 1639 年（寛永 16 年）より少し後と考えてい
いでしょう。各地に点在していた村々を集め宿場を作るため適地
を探すと宿場に必要な水路にちょうどよい小川が車峠の山裾から
流れている場所がありました。
　下野尻の地形面は阿賀川によって作られた段丘面でしたが各所
で西側の山地から流れて下った小川によって浸食されており、こ
の場所も南側が曲線的に浸食され小さい崖になっていたのですが
町割りをしました。そのため町割りは長方形にならず紡錘形のよ
うな形になっています。クランクは根拆神社南とあまり明確では
ありませんが旧群岡小学校下のところにあります。
　一見水田に適地のような低平な地形が広がっているのが段丘で
すが、水がないため山地に堤を作り水を引かなければなりません
でした。堤は作られた順に惣
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日田堤
（1716 ～ 36 年）というのもあったそうですが現在は水田になっ
ているそうです。これらの堤は今でも下野尻地区の水田耕作には
必要不可欠な水を供給しているのです。
　阿賀川の舟運が始まると当初、大下野尻近くの川湊で荷物の積み下ろしが行われ下野尻地区は陸運と合
わせて大変な繁栄でした。大槻太郎左衛門の乱（『にしあいづ物語　その 74』）で太郎左衛門に味方し敗れ
た小島村の地頭成田氏の一族が大下野尻に逃れ、後に眼医者になったということと、芦名氏の家臣で伊達
政宗との戦いに敗れ民間に身を隠していた満田氏の子孫が下野尻村の肝煎になっていることから下野尻に
は敗者を受け入れる寛容な気風があったのでしょうか。

大地に刻まれた西会津の足跡大地に刻まれた西会津の足跡

地形からみた西会津の歴史地形からみた西会津の歴史　 　 その３その３

広報にしあいづ №813 令和８年７月号
発行／福島県西会津町 　編集／総務課 　TEL 0241-45-2211（代表）
ホームページ　https://www.town.nishiaizu.fukushima.jp/ この広報紙は、環境に優しい

大豆油インキを使用しています。

文：田崎　敬修―下野尻宿―

今  

月  

の  

表  

紙

　

今
月
は
、
６
月
１
日
に
行
わ

れ
た
大
山
ま
つ
り
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
か
ら
。

　
〝
３
年
続
け
て
お
参
り
す
れ

ば
な
じ
ょ
な
願
い
も
聞
き
な
さ

る
〞
と
町
内
外
か
ら
多
く
の
皆

さ
ん
が
訪
れ
賑
わ
い
ま
し
た
。

▲ 国土地理院発行  １/2.5万地形図
　「野沢・徳沢」　拡大・着色
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